
問題（サンプル） 

 

第 1問 次の文章の空欄にあてはまる適切な語句を答えなさい。（なお⑥、⑦、⑨について

はアルファベットで答えなさい）（40 点） 

 

（１） ① に定められている会社が発行できる株の総数を ② 、実際に発行したもの

を ③ という。 

 

（２）株式上場した企業は、決算後３ヶ月以内に財務省へ ④ を提出するといった 

 ⑤ する義務がある。これを積極的に行っていくことを ⑥ という。さらにもっ

と目を外に向け、すべてのステータスホルダーと良好な関係を保っていくことを 

 ⑦ という。 

 

（３）通常の組織のラインにもう１つ指揮命令系統を持つものを ⑧ 組織という。新規

事業を行う事業部の卵を ⑨ という。 ⑨ は利益責任を負う組織を総称していう

こともある。 

 

（４）A社と B社の株主が合意のうえ、B社が A社の完全子会社となる時、一般的にとられ

る手段は ⑩ である。合併とよく似たものに ⑪ があり、これは 2つ以上の会社

が ⑫ を作ってその傘下に入るものをいう。 

 

（５）既存の株主すべてに対して株を発行することを ⑬ 増資、株主以外の特定の人に

発行するものを ⑭ 増資、広く一般に発行することを ⑮ 増資という。 

 

（６）あらかじめ決められた価格で将来株を買うことのできる権利を ⑯ という。この

うち役員や従業員に ⑯ を与えるものを ⑰ という。 

 

（７）委員会設置会社においては ⑱ 委員会、監査委員会、報酬委員会があり、 

 ⑲ で選ばれて実際に業務を行う ⑳ がいる。 

 

第 2 問 以下の設問に答えなさい。（40 点） 

 

（１）株主総会へ P／Lを提出する目的を簡潔に述べなさい。（4点） 

 

（２）株式会社の社名を変更するにはどういう決裁が必要か。（4点） 

 

（３）ミッションとビジョンのちがいについて説明しなさい。（5点） 
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（４）CEO とは何か簡潔に述べなさい。（5点） 

 
（５）分社と分割のちがいについて述べなさい。（6点） 

 

（６）敵対買収において TOB が使われる理由について述べなさい。（6点） 

 

（７）合併と経営統合のちがいについて述べなさい。（10 点） 

 

第 3 問 コーポレートガバナンスについてあなたの意見を述べなさい。 

（20 点） 

 


